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今回発表の

事業所や

サービスの

紹介

中央区月島４－１－１

月島地域包括支援センター 母体は社会福祉法人賛育会で徒歩３分のところに

同系列の特別養護老人ホームマイホームはるみがある。

《１．研究前の状況と課題》

中央区では平成１８年４月から二次予防事業

対象者（旧特定高齢者）に対して二次予防事業（旧

地域支援事業）の介護予防サロン「はつらつ」と

「筋力アップ教室」が行なわれている。二次予防

事業は通常３カ月（最大６カ月）で卒業となり、

以後は介護予防のために自分で既存の運動を行

なっている場所に行くか、ホームプログラムを続

けることになる。しかし事業の卒業生からは、「ど

うして期限があるのだ？３カ月では足りない」、

「元気になってきたので体操は続けたいが既存

の運動できる場所は自分の家からは遠い」、「１人

ではなかなか続けられない、みんなで体操したほ

うが楽しい」等の声が多く聞かれていた。

しかし同じ教室に通い仲間になった者同士で

グループを作り運動を続けようと思っても、「場

所の確保や講師はどうするか」「お金がかかる」

等を面倒に思い、実現できないことが多いのが現

実であった。

《２．研究の目標と期待する成果・目的》

（１）二次予防事業卒業生、または地域の方が運

動を継続できる。

（２）地域の方が顔見知りになっていくことで生

きがいを感じ、QOLの向上を目指す。
上記を期待して以下の３つの内容に取り組ん

だ。

（１）自主グループ（区が開催する「主催教室」

に対して、「自主グループ」は講師の連絡や年間

予定など自分たちで行い活動するもの）を立ち上

げ、二次予防事業卒業生や地域の方が運動を継続

できるようにする。

（２）地域の方が自主グループを立ち上げ、継続

できるよう支援する。

（３）自主グループ同士の交流を図り、地域住民

同士のつながりを深める。
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《３．具体的な取り組みの内容》

平成２０年１月

まず地域でもいくつかの教室を担当している

運動指導員に声をかけた。次に他施設に場所の提

供をお願いしたが、賛同していただけなかったた

め思案の結果、地域に根差した活動を事業目標に

掲げ、予防コーディネーターを配置している特別

養護老人ホームマイホームはるみの多目的ルー

ムを活動場所として使用できることになった。代

表は地域住民の方にお願いした。

平成２０年３月 「やよいクラブ」発足。

平成２０年７月 「のびのびクラブ」発足。

（どちらも１回／週、参加費１回５００円）

平成２１年４月

介護予防講座「若返り作戦 in月島！」開催。
やよいクラブとのびのびクラブの方々、二次予防

事業卒業生が参加した。体操後に情報交換会を行

い、これをきっかけに自主グループに登録する方

がいた。

平成２２年２月

次に自主グループの自然発生を目指し、３か月

の期間限定で介護予防プログラム「若返り隊 IN
月島」を実施した（１回／週、定員１０名、内容

は体操、介護予防講習、懇談会、参加費無料）。

講師はマイホームはるみの予防コーディネータ

ー、医師、栄養士、保健所の歯科衛生士、地域包

括支援センター職員と講師料はかけなかった。プ

ログラムの中で今後自主グループとして活動す

るかを話し合ったが、やはり場所や講師、費用等

参加者の方々の不安は大きかった。しかしマイホ

ームはるみの場所をこのまま使えるのであれば、

自分たちだけで活動できそうということになっ

た。

平成２２年５月「ハッピーサークル」発足。

（１回／週、参加費無料）

平成２３年２月

次にグループ同士の横のつながり強化を目指

して、「自主グループ交流会」（参加費１００円）

を開催し、茶話会形式で地域住民、マイホームは

るみ職員が交流した。

《４．取り組みの結果と考察》

自主グループが安定して場所を利用している

ことから、平成２３年度よりマイホームはるみで

も中央区二次予防事業介護予防サロン「はつら

つ」が行なわれるようになった。

自主グループの方々の平均年齢は７６歳で、全

てを自分たちで行うことに不安が大きい。しかし

場所と少し気にかけてくれる世話人がいれば自

分たちで介護予防を続けていくことができる。

 施設にとっても自主グループの活動を受け入

れることにはメリットがあった。現在自主グルー

プと「はつらつ」で４回／週、年間約１００名が

マイホームはるみを利用している。施設そのもの

への理解が深まり、３７名の方が日々のボランテ

ィア活動や行事への参加につながった。

《５．まとめ、結論》

当初は地域の方が介護予防活動を継続できる

という成果を期待したが、施設を使用し実施する

経過の中で、結果として施設にとっても地域との

つながりを深める取り組みとなり、介護予防に対

する施設の役割を考えるきっかけとなった。 

《６．倫理的配慮に関する事項》

本研究発表を行うにあたり、自主グループと二

次予防事業参加者、スタッフに口頭にて確認を

し、本研究発表以外では使用しないこと、それに

より不利益を被ることはないことを説明し、回答

をもって同意を得たこととした。

《７．参考文献》 なし

《８．提案と発信》

特定のグループが施設を利用することは公平

性に欠けるのかもしれない。また自主グループ活

動の継続にはコーディネーターの（世話人）の存

在が大きいが、人材確保は難しい。しかし施設は

地域住民の生きがい及び社会活動の場や介護予

防に対する社会資源の大きな１つとなりうると

考え、今後他施設の取り組みにも期待したい。

【メモ欄】


